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線
外
２
６
０
万
円
。

　

宍
喰
地
区
地
域
防
災
公
園

事
業
６
２
０
０
万
円
。

　
　
　
　
　

宍
喰
地
区
地
域

防
災
公
園
の
進
捗
状
況
が
見

え
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
あ
と
何
年
く
ら
い
か

か
る
か
。

　
　

今
の
事
業
費
ベ
ー
ス
で

９
％
の
進
捗
、
基
本
的
に
は

50
ｍ
下
げ
る
予
定
。
６
年
度

の
状
況
で
20
ｍ
下
が
っ
て
い

る
、
残
り
30
ｍ
下
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
７
年
度
予
算

で
２
ｍ
下
げ
る
予
定
。

　

で
き
る
だ
け
盛
り
土
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
国
と
協
議

を
し
て
い
る
。
10
年
以
上
か

か
る
よ
う
に
な
る
。

災
害
復
旧
費

・
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復

旧
費
工
事
請
負
費

�

［
４
１
７
０
万
円
］

　

林
道
石
吹
越
線
及
び
林
道

神
野
内
妻
線
の
災
害
復
旧
関

連
費
用
。

　

林
道
災
害
事
業
費

歳
出
予
算

総
務
費

・
浅
川
漁
村
セ
ン
タ
ー
屋
上

防
水
工
事
請
負
費

�

［
２
０
０
万
円
］

農
業
費

・
農
道
新
設
改
良
工
事
請
負

費�

［
１
２
０
０
万
円
］

　

岡
本
地
区
の
農
道
舗
装
。

水
産
業
費

・
県
営
漁
港
改
修
事
業
負
担

金�

［
１
６
８
０
万
円
］

　

鞆
奥
漁
港
で
ブ
ロ
ッ
ク
据

付
工
事
１
４
０
０
万
円
。

　

宍
喰
漁
港
浚
渫
工
事
測
量

業
務
委
託
料
２
８
０
万
円
。

土
木
費

・
土
木
管
理
費
調
査
委
託
料

�
［
４
０
０
万
円
］

　

宍
喰
金
目
地
区
残
土
処
理

場
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
購
入
予

定
地
の
立
木
調
査
。

・
町
道
維
持
補
修
工
事
請
負

費�

［
３
８
２
０
万
円
］

　

海
部
芝
地
区
排
水
整
備
工

事
ほ
か
４
件
分
。

　
　
　
　
　

道
路
の
舗
装
工

事
が
何
箇
所
も
あ
る
が
、
ど

の
程
度
の
工
事
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
舗
装
を
は

い
で
、
５㎝
程
度
、
や
り
替
え

る
予
定
。
今
回
の
正
梶
の
道

　

県
営
若
松
堰
整
備
事
業
の

地
元
負
担
金

　

漁
港
管
理
費
分
担
金

�

［
１
５
０
万
円
］

　

県
営
鞆
奥
漁
港
改
修
工
事

負
担
金

・
国
庫
補
助
金

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金　

�

［
３
０
０
０
万
円
］

　

宍
喰
地
区
地
域
防
災
公
園

整
備
事
業
補
助
金

・
県
補
助
金

　

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復

旧
費
補
助
金

�

［
２
２
５
３
万
円
］

・
町
債

　

宍
喰
地
区
地
域
防
災
公
園

整
備
事
業
債

�

［
３
０
４
０
万
円
］

　

蛇
王
運
動
公
園
野
球
場
照

明
設
備
新
設
工
事
債　

�

［
３
億
４
９
０
０
万
円
］

・
現
年
補
助
災
害
復
旧
事
業

債�

［
１
０
９
０
万
円
］

委

員

長

報

告

　

12
月
８
日
開
会
。

　

当
委
員
会
所
管
の
協
議
事

項
の
12
月
議
会
提
案
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
た
。

◯
海
陽
町
防
災
行
政
無
線
設

備
更
新
整
備
工
事
変
更
請
負

契
約［
８
億
７
１
４
５
万
円
］

◯
玉
笠
橋
修
繕
工
事
請
負
契

約�

［
６
０
５
０
万
円
］

◯
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億�

５
１
２
６
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
１
５
億
６
２
６
５�

万
円
と
す
る
。

歳
入
予
算

・
分
担
金

　

農
地
費
分
担
金［
８
万
円
］

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

富
田　
　

寛

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２
常

任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ

た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

路
舗
装
に
つ
い
て
は
、
高
規
格

道
路
で
重
機
や
ダ
ン
プ
等
が�

入
っ
て
く
る
の
で
、
コ
ン
ク
リ�

ー
ト
舗
装
を
想
定
し
て
い
る
。

・
道
路
新
設
改
良
費
委
託
料

�

［
４
０
０
０
万
円
］

　

馬
路
橋
修
繕
設
計
委
託
料

１
３
０
０
万
円
。

　

町
道
四
方
原
五
反
田
線
地

質
調
査
７
０
０
万
円
。

　

町
道
浅
川
川
東
線
の
道
路

嵩
上
げ
の
た
め
の
測
量
設
計

委
託
料
２
０
０
０
万
円
。

　
　
　
　
　

四
方
原
五
反
田

線
の
ル
ー
ト
は
決
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　

既
存
の
ル
ー
ト
を
使
い

た
い
。
幅
員
は
２
車
線
で
峠

の
高
さ
を
20
ｍ
下
げ
る
計
画
、

５
年
か
ら
６
年
ぐ
ら
い
の
期

間
を
予
定
。

　
　
　
　
　

町
道
浅
川
川
東

線
の
、
ま
ぜ
の
お
か
付
近
の

道
路
嵩
上
げ
の
予
定
は
。

　
　

こ
れ
か
ら
測
量
設
計
す

る
予
定
だ
が
、
近
く
に
あ
る

人
家
と
も
協
議
を
し
な
が
ら

進
め
る
。

・
公
園
費
工
事
請
負
費

�

［
４
億
９
６
０
万
円
］

　

蛇
王
運
動
公
園
新
設
照
明

器
具
施
設
修
繕
工
事
請
負
費

３
億
４
５
０
０
万
円
。

　

ま
ぜ
の
お
か
駐
車
場
区
画

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

契
約
関
係

予
算
関
係

答

答

答

答

宍喰地区地域防災公園

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て
い
ま
す
。
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主

な

事

業

水害に備えて

大 雨時などに冠水が発生する箇所の
嵩上げなど水害対策工事の測量設

計を行います。災害時の国道 55 号の迂
回路となります。

危 惧されている南海トラフ巨大地震等の発災時に、また、平常時は球場の施設機能の充実を図るとと
もに利用促進ができるよう、照明設備の整備を行います。

※照明設備　内野２カ所、外野２カ所に設置予定。

2000万円

林道神野内妻線の災害状況

（監理委託料700万円　　工事請負費３億4500万円）

蛇王運動公園野球場照明設備新設事業
夜間も災害時も安全に

3億5200万円

町道浅川川東線

町道浅川川東線
浸水対策事業

※令和７年９月の台風被害による林道
の災害復旧工事を行います。

・林道石吹越線　　3850万円
・林道神野内妻線　1216万円

林道の早期復旧を
林道災害復旧工事
5066万円



4

海陽町議会だより　vol.79

　

12
月
９
日
開
会
。

　

当
委
員
会
所
管
の
12
月
議

会
提
案
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
た
。

◯
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５

４
２
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
０
６
億
３
４
９
１
万
円

と
す
る
。

歳
出
予
算

民
生
費

・
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額

減
税
補
足
給
付
金

�

［
２
５
０
０
万
円
］

◯
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
６

４
８
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
０
７
億
１
１
３
９
万
円

と
す
る
。

歳
出
予
算

衛
生
費

・
郡
衛
生
処
理
事
務
組
合
負

担
金�

［
７
６
４
８
万
円
］

　
　
　
　
　

焼
却
施
設
の
中

３
０
０
万
円
、
電
気
使
用
料

１
５
０
万
円
の
追
加
。

　
　
　

人
件
費
が
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
の
で
、
早
く
常

勤
医
師
を
確
保
し
て
、
人
件

費
を
抑
制
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ほ
し
い
。

万
円
と
す
る
。

歳
入
予
算

・
国
庫
負
担
金

　

障
害
者
自
立
支
援
給
付
金

�

［
２
４
０
０
万
円
］

・
県
負
担
金

　

障
害
者
自
立
支
援
給
付
金

�

［
１
２
０
０
万
円
］

歳
出
予
算

民
生
費

・
障
害
者
福
祉
費
介
護

給
付
費

�

［
４
８
０
０
万
円
］

　

制
度
改
正
及
び
給
付

の
増
加
分
。

教
育
費

・
地
域
活
性
化
起
業
人

事
業
負
担
金

�

［
４
４
３
万
円
］

・
文
化
村
施
設
清
掃
委

託
料

�

［
減
額
１
８
０
万
円
］

　
　
　
　
　

何
社
が
入

札
に
参
加
し
た
の
か
。

　
　

10
社
で
あ
る
。

◯
令
和
７
年
度
海
南
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　

診
療
用
材

料
代
２
５
０
万
円
、
入

院
患
者
給
食
材
料
費

で
、
次
に
故
障
し
や
す
い
箇

所
は
あ
る
の
か
。
近
く
で
処

理
を
受
け
入
れ
で
き
る
施
設

は
な
い
の
か
。
一
部
事
務
組

合
の
委
員
の
数
を
増
せ
な
い

の
か
。

　
　

故
障
箇
所
に
つ
い
て
は

現
段
階
で
は
分
か
ら
な
い
。

処
理
に
つ
い
て
は
近
隣
施
設

と
調
整
中
で
あ
る
。
委
員
の

数
に
つ
い
て
は
他
町
と
も
話

し
合
っ
て
検
討
す
る
。

○
運
動
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

・
宍
喰
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
完
成
に
伴
う
運
動
施
設
の

追
加
。

　
　
　
　
　

規
則
や
要
綱
は

で
き
て
い
る
の
か
。
砂
埃
へ

の
対
応
は
。
宍
喰
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
競
技
し
て
い

る
人
数
は
。

　
　

規
則
に
つ
い
て
は
現
在

の
管
理
運
営
規
則
で
運
用
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

砂
埃
対
策
に
つ
い
て
は
散

水
ホ
ー
ス
で
対
応
す
る
が
、

使
用
し
て
い
な
い
と
き
の
対

応
も
考
え
て
い
き
た
い
。
な

お
、
宍
喰
地
区
の
競
技
者
は

30
人
か
ら
40
人
程
で
２
団
体

が
利
用
し
て
い
る
。

◯
高
校
生
の
居
場
所
新
築
工

事
変
更
請
負
契
約

工
期
（
変
更
後
）
議
決
の
翌

日
か
ら
令
和
８
年
５
月
29
日

　
　
　
　
　

工
期
延
伸
の
要

因
は
、
同
敷
地
内
で
一
般
社

団
法
人
の
子
ど
も
第
三
の
居

場
所
新
築
工
事
の
見
直
し
に

よ
る
事
業
の
遅
れ
と
の
説
明

で
あ
る
が
、
予
算
額
は
最
初

か
ら
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
見
合
っ
た
発

注
を
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。

　

施
設
の
管
理
運
営
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　

こ
の
工
事
は
、
一
般
社

団
法
人
主
体
の
民
間
工
事
で

あ
り
公
共
工
事
に
比
べ
、
安

価
に
発
注
で
き
る
と
考
え
て

い
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

当
初
計
画
を
も
と
に
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
助
成
金
の
範
囲
内
で

施
工
業
者
選
定
を
進
め
て
い

た
が
、困
難
な
状
況
と
な
り
、

計
画
見
直
し
を
行
う
必
要
が

生
じ
完
成
が
遅
れ
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

そ
の
結
果
、
外
構
工
事
と
一

体
で
あ
る
高
校
生
の
居
場
所

新
築
工
事
が
延
伸
と
な
っ
た
。

　

施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
、
同
敷
地
内
で
子
ど
も

第
三
の
居
場
所
施
設
の
運
営

を
行
う
一
般
社
団
法
人
へ
の

委
託
が
最
善
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
運
営
委
託
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
で

定
期
的
に
状
況
を
把
握
し
適

切
に
管
理
し
て
い
き
た
い
。

◯
宍
喰
保
育
所
の
指
定
管
理

社
会
福
祉
法
人
恵
の
園
福
祉

会
に
令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

の
５
年
間
。

　
　
　
　
　

毎
年
子
ど
も
が

減
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
通

所
児
童
は
何
人
い
る
の
か
。

今
後
の
推
移
は
。

　
　

現
在
40
人
、
来
年
度
入

所
予
定
が
33
人
、
５
年
後
の

宍
喰
地
区
の
子
ど
も
は
26
人

に
な
る
と
推
計
し
て
い
る
。

◯
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億

５
１
２
６
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
１
５
億
６
２
６
５

委
員
長　

長
江　

範
裕

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

要
望

委
員
の
問

答答

答

答

答答

委

員

長

報

告

指
定
管
理

契
約
関
係

予
算
関
係

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、
左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て
い
ま
す
。 高校生の居場所新築工事

専
決
関
係

条
例
関
係
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主

な

事

業

生活ごみの長期滞留を防ぐために
ごみ処理施設不具合による負担金

ご み処理施設内の破砕機や誘引送風機が経年劣化により故障。修繕に要する期間は約３カ月。
県内外へごみを搬出・運搬処理するための費用と修繕料を負担します。

サ ードプレイス♡かいよう
健康マージャン教室で

は、「賭けない・飲まない・吸
わない」をルールに、脳の活性
化や交流を目的とした健康マー
ジャン教室に取り組んでいま
す。

7648万円

学びやすい環境づくりとして

多 文化共生社会の土台づくりとして、外国人児童への専門支援を拡充し、きめ細やかなサポート体
制で日本語指導と学校生活を支えます。

外国人児童支援に係る教員の増員
122万円

（海部美化センター）

指導を受ける健康マージャンの参加者

（マージャン卓８台等購入助成）

いきいきサロン運営支援事業補助金
健康で楽しむためのマージャンを！

30万円
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四国８の字ネットワーク整備促進
四国東南部連盟 四国地方整備局要望

　（令和７年 10 月 21 日）

四国地区町村議会議長会研修会
会場：ANAクラウンプラザホテル松山

（令和７年10月８日）

海部郡・安芸郡議長連合会 道路整備要望　会場：徳島県庁 （令和７年10月６日）

海部郡・安芸郡議長連合会 中央要望　会場：国交省・財務省（令和７年11月11日）

議

会

の

う

ご

き

後藤田県知事への要望

国土交通省にて

須見県議会議長への要望

財務省にて
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１
日　

牟
岐
町
役
場
新
庁
舎
・
海
部
消
防
組
合
新
庁
舎
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭

（
牟
岐
町
）

２
日　

四
国
横
断
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会 

理
事
会
・
総
会
（
徳
島
市
）

３
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

６
日　

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会 

徳
島
県
知
事
・
県
議
長
へ
の
道
路
整

備
要
望
（
徳
島
市
）

８
日　

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
（
愛
媛
県
）

15
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
一
般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動
車

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会 

四
国
地
方
整
備
局
要
望
（
香
川
県
）

22
日　

四
国
横
断
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会 

四
国
地
方
整
備
局
要
望
（
香
川
県
）

10
日　

令
和
７
年
度
次
期
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
（
牟
岐
町
）

11
日　

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
中
央
要
望
（
東
京
都
）

12
日　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
）

13
日　

令
和
７
年
度
議
長
研
修
（
東
京
都
）

17
日　

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
促
進
四
国
東
南
部
連
盟 

中
央
要
望

（
東
京
都
）

25
日　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
・
民
生
委
員
推
薦
会

29
日　

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
輌
進
発
式
（
牟
岐
町
）

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

８
日　

第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会

９
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

11
日　

第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

12
日　

第
４
回
定
例
会
（
３
日
目
）

12
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

18
日　

海
南
小
学
校
防
災
学
習
発
表
会

20
日　

徳
島
駅
伝
海
部
郡
選
手
団
結
団
式
（
美
波
町
）

議
会
の
う
ご
き
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で

12
　
月

11
　
月

10
　
月

令和７年度議長研修
会場：都市センターホテル
（令和７年11月13日）

海南小学校防災学習発表会　　会場：海陽町議場にて　（令和７年12月18日）
　海南小学校６年生が総合学習（防災学習をテーマ）で取り組んできた成果をまとめ、児童たちの思いや
学んだことを、ぜひ議員の皆さまに発表したいとの強い要望により、防災学習発表会が開催されました。

町村議会議長全国大会
会場：NHKホール

（令和７年 11 月 12 日）

議

会

の

う

ご

き

議会の仕組みについて説明を受ける様子 各議員との意見交換
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令
和
７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
小
山
議
員 

　

５
路
線
の
維
持

補
修
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
他
に
も

修
繕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所

が
多
く
あ
る
。
橋
梁
な
ど
の
長
寿

命
化
の
よ
う
に
、
計
画
を
立
て
て
、

工
事
を
進
め
て
い
る
の
か
。

 

奥
原
建
設
防
災
課
長 

　

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
は
５
年

に
一
度
点
検
を
し
て
計
画
を
立
て

て
い
る
が
、
町
道
は
し
て
い
な
い
。

今
年
度
は
Ａ
Ｉ
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
走
ら
せ
て
、
優
先
順
位
を

決
め
て
修
繕
等
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
木
内
議
員 

　

奥
浦
の
備
蓄
倉
庫
で
あ

る
が
、
設
置
場
所
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

 

奥
原
建
設
防
災
課
長 

　

設
置
場
所
は
地
域
で
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
道
維
持

補
修
工
事
請
負
費

〔
３
８
２
０
万
円
〕

　

災
害
対
策
備
品
購
入
費

�

〔
１
３
０
万
円
〕

2
．

Ｑ

３
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
長
江
議
員 

　

境
界
明
確
化
事
業
の

進
捗
率
は
。

 

乃
一
産
業
振
興
課
長 

　

海
陽
町
の
民
有
林
面
積
が
２
万
８
７
５�

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
明
確
化
事
業
で
８�

３
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
実
施
済
み
。
進
捗

率
は
約
39
％
。

1
．

Ｑ

議

案

審

議

　
　
　
　
　
　
　
見
吉
議
員 

　

何
件
分
を
繰
り
上
げ
て

い
る
の
か
。

 

浦
川
総
務
課
長 

　

平
成
27
年
度
に
借
り
入
れ
を
し
た
臨
時
財

政
対
策
債
で
あ
り
、
国
の
資
金
で
あ
る
財
政

融
資
資
金
と
民
間
の
銀
行
資
金
の
２
件
で
あ

る
。

４
．

Ｑ
　

公
債
費
繰
上
償
還
金

�

〔
１
億
４
１
５
０
万
円
〕

　

と
く
し
ま
南
部
地
域

　

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

　

推
進
協
議
会
負
担
金

�

〔
１
０
０
万
円
〕



9

海陽町議会だより　vol.79

　
　
　
　
　
　 

長
岡
議
員 

　

進
捗
率
か
ら
見
る
と
、
造
成

す
る
だ
け
で
か
な
り
期
間
を
要

し
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
工
事

が
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
い
つ
完
成
し
、
事

業
費
は
い
く
ら
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

 

奥
原
建
設
防
災
課
長 

　

10
年
以
上
は
か
か
る
と
思
う
。
事
業
費
は
約

35
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　 

佐
川
議
員 

　

指
定
管
理
料
は
い
く
ら
な
の
か
。

ま
た
、
指
定
管
理
料
の
基
準
は
。

 

西
宮
子
ど
も
あ
ゆ
み
保
健
課
長 

　

債
務
負
担
行
為
額
は
、
５
年
間
で
４
億
３
５
１�

万
円
。
定
員
40
人
で
試
算
し
、
公
定
価
格
に
よ

り
算
出
を
し
て
い
る
。

　
宍
喰
地
区
地
域
防
災
公
園
整
備

事
業
請
負
費�

〔
６
２
０
０
万
円
〕

　
宍
喰
保
育
所
の
指
定
管
理

５
．

Ｑ
６
．

Ｑ

議

案

審

議

【提案理由】
　町議会の会議等を長期間欠席した場合の議員報酬及び期末手当の支給につ
いて、そのあり方を明確にすることが必要であることから、海陽町議会議員
の報酬及び費用弁償等に関する条例の特例を規定するため、条例を制定した。

長期にわたって議会活動ができない場合の議員報酬及び期末手当の支給割合

議会活動ができない期間 割合

90日を超え 180 日以下であるとき 100 分の 70

180 日を超えるとき 100 分の 50

※この条例は、公布の日から施行する。（令和7年12月22日）

議会議員の議員報酬等の
特例に関する条例制定
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第
4
回
定
例
会

　

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
８
日
開
会
、
町
長

よ
り
18
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
し
、
12
月
12
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

承
認
関
係

専
決
処
分
の
承
認（
予
算
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�
２
５
４
２
万
円
⬅

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�
７
６
４
６
万
円
⬅

条
例
関
係

・
防
災
・
減
災
対
策
事
業
基
金
条
例

・
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
議
会
議
員
及
び
海
陽
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
運
動
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

契
約
関
係

・
防
災
行
政
無
線
設
備
更
新
整
備
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　

変
更
前　

８
億
４
９
７
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　

変
更
後　

８
億
７
１
４
５
万
円

　
　

工　
　

期　

変
更
前　

議
決
の
翌
日
～
令
和
７
年
12
月
19
日

　
　
　
　
　
　
　

変
更
後　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
２
月
10
日

　
　

契
約
相
手　

四
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社　

徳
島
支
店

・
高
校
生
の
居
場
所
新
築
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工　
　

期　

変
更
前　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
３
月
13
日

　
　
　
　
　
　
　

変
更
後　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
５
月
29
日

　
　

契
約
相
手　

賀
上
建
設
株
式
会
社

・
玉
笠
橋
修
繕
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
　

契
約
金
額　

６
０
５
０
万
円

　
　

契
約
相
手　

株
式
会
社
谷
田
組

　
　

工　
　

期　

議
決
の
翌
日
～
令
和
８
年
３
月
25
日

指
定
管
理

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

：
宍
喰
保
育
所

　
　

指
定
す
る
団
体
：
社
会
福
祉
法
人　

恵
の
園
福
祉
会

　
　

指
定
す
る
期
間
：
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
13
年
３
月
31
日

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）�

８
億
５
１
２
６
万
円
⬅

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
勘
定�

２
３
０
万
円
⬅

歳　入 12月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億1,669万4千円 5.3 
地 方 譲 与 税 0 1億8,110万円 1.6 
利 子 割 交 付 金 0 50万円 0.0 
配 当 割 交 付 金 0 630万円 0.1 
株式等譲渡所得割交付金 0 990万円 0.1 
法 人 事 業 税 交 付 金 0 1,300万円 0.1 
地 方 消 費 税 交 付 金 0 1億7,060万円 1.5 
環 境 性 能 割 交 付 金 0 570万円 0.0 
地 方 特 例 交 付 金 0 100万円 0.0 
地 方 交 付 税 0 39億7,623万8千円 34.4 
交通安全対策特別交付金 0 30万円 0.0 
分 担 金・ 負 担 金 158万2千円 1,590万円 0.1 
使 用 料・ 手 数 料 0 7,515万3千円 0.6 
国 庫 支 出 金 5,548万6千円 6億5,432万円 5.7 
県 支 出 金 4,056万3千円 5億3,525万5千円 4.6 
財 産 収 入 0 5,269万4千円 0.5 
寄 附 金 0 1億6,040万円 1.4 
繰 入 金 6,679万8千円 13億9,860万6千円 12.1 
繰 越 金 1億7,804万3千円 4億437万9千円 3.5 
諸 収 入 Δ271万5千円 1億400万6千円 0.9 
町 債 5億1,150万円 31億8,060万円 27.5 
合 計 8億5,125万7千円 115億6,264万5千円 100.0 

12月補正予算後の歳入歳出予算

歳　出 12月補正 補正後 構成比率
議 会 費 0 7,075万円 0.6 
総 務 費 129万4千円 13億2,480万6千円 11.5 
民 生 費 5,281万9千円 20億64万1千円 17.3 
衛 生 費 717万4千円 10億185万1千円 8.7 
農 林 水 産 業 費 3,881万4千円 5億3,055万8千円 4.6 
商 工 費 214万円 4億1,839万9千円 3.6 
土 木 費 4億9,161万7千円 13億5,415万1千円 11.7 
消 防 費 413万円 18億5,727万9千円 16.1 
教 育 費 41万8千円 11億3,580万6千円 9.8 
災 害 復 旧 費 5,066万円 7,461万円 0.6 
公 債 費 1億4,150万4千円 9億5,320万2千円 8.2 
諸 支 出 金 6,068万7千円 8億2,993万7千円 7.2 
予 備 費 0 1,065万5千円 0.1 
合 計 8億5,125万7千円 115億6,264万5千円 100.0 

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

２
０
０
万
円
⬅

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
益
的
収
支�

68
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
益
的
収
支�

７
２
０
万
円
⬅

報
告
関
係

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

２
件

議
員
提
案

・
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
　

長
期
に
わ
た
っ
て
議
会
活
動
が
で
き
な
い
場
合
の
議
員

報
酬
及
び
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
の
特
例
。

（
Ｐ
９
参
照
）

議
案
審
議
の
ま
と
め
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阿
南
安
芸
自
動
車
道
「
美

波
～
牟
岐
間
」
の
事
業
化
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
、
３
１
８
３
件
、
73
・５
％

も
の
回
収
率
と
な
っ
た
。
早

期
道
路
整
備
が
実
現
す
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
要
望
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

11
月
と
12
月
の
県
税
・
市

町
村
税
、
県
下
一
斉
徴
収
強

化
月
間
に
合
わ
せ
て
海
陽
町

で
も
滞
納
分
の
徴
収
を
行
っ

た
。
今
後
も
国
民
の
義
務
で

あ
る
税
を
納
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　

宍
喰
地
区
で
実
証
運
行
し

て
い
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
だ

が
、
車
両
を
小
型
化
、
当
日

乗
車
の
予
約
も
可
能
と
し
、

新
た
に
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
。
海
部
・
海
南
地
域
に

つ
い
て
も
現
地
調
査
を
実
施

し
、
３
月
末
ま
で
に
素
案
を

作
成
し
て
い
く
。

　

神
野
地
区
に
あ
る
川
上
郵

便
局
が
旧
海
部
郡
農
協
川
上

支
所
跡
に
移
転
開
局
し
た
。

町
の
支
所
業
務
な
ど
も
委
託

し
た
。
よ
り
地
域
に
密
着
し

た
官
民
共
同
型
モ
デ
ル
と
し

て
取
り
組
む
。

　

11
月
２
日
に
全
国
医
療
従

事
者
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
、
11

月
16
日
に
第
３
回
病
院
ま
つ

り
を
開
催
し
、
大
盛
況
で

あ
っ
た
。
前
向
き
な
医
療
従

事
者
が
海
南
病
院
に
集
ま
っ

て
く
る
良
い
流
れ
が
で
き
て

き
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
さ

ら
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
く
。

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

　

11
月
30
日
現
在
で
個
人
の

ふ
る
さ
と
納
税
が
１
億
３
５�

５
７
万
６
千
円
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
が
２
１
４
０
万�

円
と
合
計
で
１
億
５
６
９
７�

万
６
千
円
の
寄
附
金
を
頂
い

て
お
り
、
私
が
就
任
し
て
か

ら
10
億
円
を
超
え
る
ふ
る
さ

と
納
税
額
を
頂
い
て
い
る
。

　

来
年
の
３
月
31
日
で
海
陽

町
発
足
20
年
を
迎
え
る
。
３

月
29
日
の
日
曜
日
に
記
念
事

業
「
海
陽
町
合
併
20
周
年
記

念
祭
」
を
ま
ぜ
の
お
か
で
実

施
す
る
。

　

宍
喰
地
区
で
整
備
し
て
い

る
海
陽
町
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
が
11
月
末
に
は
完
成
す

る
。
お
披
露
目
の
大
会
を
予

定
し
て
い
る
。海
陽
町
で
は
、

健
康
に
寄
与
す
る
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
こ
れ
か
ら
も
推
奨

し
て
い
く
。

　

合
併
し
て
20
年
、
町
民
が

海
陽
町
全
域
の
歴
史
文
化
を

全
域
に
統
一
さ
れ
る
。
海
部

高
校
が
無
く
な
れ
ば
、
中
学

校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
が
郡

外
に
流
出
し
、
親
も
移
住
す

る
。
町
内
の
子
育
て
世
代
が

よ
り
減
少
す
る
こ
と
は
目
に

見
え
て
い
る
。
学
区
の
統
一

ま
で
、
実
質
あ
と
３
年
し
か

な
い
。
さ
ら
に
取
り
組
み
を

強
化
し
、
地
元
の
子
ど
も
が

減
っ
た
分
、
外
か
ら
の
留
学

生
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、
魅

力
的
な
取
り
組
み
を
す
る
。

町
の
子
ど
も
た
ち
が
地
元
で

通
学
で
き
る
よ
う
な
地
盤
を

早
急
に
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　

地
方
の
力
の
弱
ま
り
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
海
陽
町
も
、

常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、

動
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

失
敗
を
恐
れ
ず
、
常
に
挑

戦
を
し
、
キ
ラ
リ
と
光
る
便

利
で
都
会
的
な
田
舎
、
そ
し

て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
田
舎
を
目

指
し
て
い
く
。

知
り
、
自
分
た
ち
の
町
に
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
海
陽
町
の
観
光
編
テ
キ

ス
ト
か
ら
出
題
す
る
「
海
陽

町
ま
る
わ
か
り
検
定
」
を
12

月
21
日
に
実
施
す
る
。
年
明

け
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も

受
け
て
頂
く
予
定
で
あ
る
。

　

11
月
29
日
に
グ
ロ
ー
バ
ル

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
を
ま
ぜ
の

お
か
で
開
催
。
国
籍
は
関
係

な
く
英
語
が
あ
ふ
れ
る
楽
し

い
町
・
海
陽
町
が
感
じ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
語
学
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
発
想
力
を
鍛
え

て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
部
活

動
の
地
域
移
行
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
た
め
、
大
阪
体
育
大

学
か
ら
教
授
と
学
生
が
海
陽

中
学
校
に
訪
れ
た
。
今
後
は

大
学
の
学
生
と
リ
モ
ー
ト
で

つ
な
い
で
、
町
外
に
出
な
く

て
も
最
新
の
技
術
指
導
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　

令
和
11
年
度
に
公
立
高
校

普
通
科
の
通
学
区
域
が
県
内

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

総合学習発表会でウミガメの魅力について説明する
海南小学校４年生（令和７年12月２日）

「
便
利
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る

田
舎
を
目
指
す
」

住
み
良
い
ま
ち
の
実
現

町

長

行

政

報

告
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募
集
し
て
い
る
の
は
土
地
５

件
、
建
物
２
件
。
公
募
を
通

じ
貸
し
付
け
て
い
る
建
物
は

３
件
。
ま
た
、
土
地
は
宍
喰

商
業
跡
地
の
一
部
を
牟
岐
警

察
署
宍
喰
駐
在
所
用
地
と
し

て
県
に
貸
し
付
け
て
い
る
。

今
後
は
、
未
利
用
財
産
の
現

況
と
将
来
需
要
を
整
理
し
、

財
政
状
況
や
維
持
管
理
コ
ス

ト
、
老
朽
化
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

も
多
く
な
り
、
ま
た
民
間
企

業
等
が
、
耕
作
放
棄
地
再
生

事
業
を
行
っ
て
い
る
例
も
あ

る
。
今
後
、
耕
作
放
棄
地
を

増
や
さ
な
い
た
め
に
、
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

　

耕
作
放
棄
地
を
発
生
さ
せ

な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
集

積
加
速
化
支
援
事
業
と
農
業

用
機
械
等
共
同
利
用
促
進
事

業
を
創
設
し
た
。

　

農
地
集
積
に
つ
い
て
は
、

徳
島
県
農
地
中
間
管
理
機
構

を
利
用
し
、
担
い
手
等
へ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、

鳥
獣
侵
入
防
止
柵
設
置
支
援

事
業
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
土
地
改
良
施
設
の
維
持

管
理
費
に
係
る
補
助
制
度
を

検
討
し
て
い
る
。
観
光
農
園

や
異
業
種
参
入
に
つ
い
て
も
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

一

般

質

問

　
　

公
有
財
産
の
未
活
用
の

状
況
と
利
用
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
の
か
。

答　

岩
佐
行
革
政
策
課
長

　

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
「
公
募
貸
付
」
の
対

象
と
し
て
整
理
し
、
現
在
も

長
江
　
範
裕 

議
員

耕作放棄地の活用は
　
　

農
家
の
減
少
や
高
齢
化

に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
が
全

国
的
に
増
え
て
い
る
。
し
か

し
最
近
で
は
、
物
価
高
騰
に

よ
り
農
業
に
関
心
の
あ
る
方

問

〈建設防災課長〉 ハード・ソフト両面から事業を行っていく

答

答

未活用の旧海部給食センター

〈産業振興課長〉 農業者の法人化及び
町外参入についても取り組みを強化する

答 問

公有財産の有効活用を

住宅耐震化と避難困難地域の解消を

　
　

住
宅
耐
震
化
の
補
助
金

申
請
状
況
と
今
後
の
対
策

は
。
ま
た
津
波
避
難
困
難
地

域
の
解
消
に
向
け
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

現
在
、
補
助
金
申
請
の
数

は
増
え
て
は
い
る
が
、
耐
震

診
断
を
行
っ
た
す
べ
て
の
方

が
耐
震
改
修
す
る
と
は
限
ら

な
い
。個
人
負
担
が
必
要
で
、

経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と

が
一
因
で
あ
る
。

　

耐
震
化
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設

置
や
、
家
具
の
固
定
等
の
対

策
も
併
せ
て
、
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

　

津
波
避
難
困
難
地
域
の
解

消
に
向
け
て
、
ソ
フ
ト
面
で

は
自
主
防
災
組
織
で
の
啓
発

や
訓
練
支
援
、
地
区
防
災
計

画
の
策
定
支
援
。
ハ
ー
ド
面

で
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建

設
、
避
難
路
の
整
備
な
ど
県

の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
事

業
を
行
っ
て
い
く
。

〈行革政策課長〉 中長期的な視点で
利活用について検討する

問
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近
年
、

口
腔
ケ
ア
の

重
要
性
が
広

く
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

特
に
災
害
時

に
は
、
口
腔

内
を
清
潔
に

保
た
な
け
れ

ば
、
災
害
関

連
死
に
つ
な

が
る
恐
れ
も

あ
る
。

　

避
難
所
で

の
健
康
管
理

の
一
環
と
し

て
、
口
腔
ケ
ア
用
品
の
備
蓄

を
追
加
し
、
ま
た
個
人
の
非

常
用
持
ち
出
し
袋
の
中
に
も

口
腔
ケ
ア
用
品
を
加
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
周
知
・
啓
発

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

昨
年
度
で
あ
る
が
、
子
ど

も
あ
ゆ
み
保
健
課
の
方
で
各

庁
舎
へ
ペ
ー
パ
ー
歯
磨
き
や

液
体
歯
み
が
き
の
配
備
を
し

た
。
今
後
も
口
腔
ケ
ア
の
重

要
性
を
周
知
、
啓
発
し
て
い

く
。

一

般

質

問 〈産業振興課長〉 猟友会と連携を密にして、
 有害鳥獣対策に取り組む

答

答

問

避難所での健康管理について

狩猟について
　
　

全
国
的
に
ク
マ
の
出
没

が
相
次
ぎ
、
各
地
で
大
き
く

報
道
さ
れ
て
い
る
。
徳
島
県

で
も
那
賀
町
で
ク
マ
が
出
没

し
た
。
山
で
つ
な
が
っ
て
い

る
海
陽
町
に
も
出
没
す
る
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
が
、
県

の
対
策
は
。

　

捕
獲
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
将
来
的
な
担
い
手
確

保
が
課
題
で
あ
る
が
、
海
陽

〈建設防災課長〉 口腔ケアの
重要性を周知、啓発する

　
　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
の
大

型
遊
具
撤
去
か
ら
約
10
カ
月

が
経
過
し
て
い
る
が
、
新
た

な
遊
具
設
置
計
画
は
。

　
　

戎
谷
観
光
交
流
課
長

　

新
し
い
遊
具
の
整
備
は
、

既
存
の
幼
児
公
園
と
一
体
化

を
計
画
す
る
。
設
置
す
る
遊

具
は
自
然
に
溶
け
込
む
よ
う

な
色
合
い
、
デ
ザ
イ
ン
で
、

幅
広
い
年
齢
層
の
子
ど
も
や

大
人
が
楽
し
め
る
場
と
す

る
。
木
材
の
活
用
を
推
進
し

た
遊
具
等
の
整
備
を
盛
り
込

ん
だ
基
本
構
想
の
設
計
を
進

め
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
末
に
完
成
す
る

予
定
で
、
複
数
年
を
か
け
て

進
め
る
。
令
和
８
年
度
に
お

い
て
は
、
財
源
と
し
て
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
す
る
な

ど
、
そ
の
年
度
に
整
備
す
る

遊
具
に
つ
い
て
詳
細
設
計
を

行
う
。

佐
川
　
富
美 

議
員

ピクニック公園大型遊具について

〈観光交流課長〉
 既存の幼児公園と一体となる計画とする

問答

町
の
状
況
は
。
新
規
に
狩
猟

を
始
め
よ
う
と
す
る
方
は
い

る
の
か
。狩
猟
免
許
の
取
得
、

銃
器
購
入
、
登
録
、
保
管
場

所
の
確
保
な
ど
、
新
規
参
入

に
は
数
十
万
円
の
費
用
が
か

か
る
。
新
規
の
狩
猟
者
に
助

成
制
度
は
あ
る
の
か
。

　
　

乃
一
産
業
振
興
課
長

　

県
内
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
生
息
数
は
、
極
め
て

少
な
く
、
現
在
は
剣
山
山
系

に
26
頭
ほ
ど
生
息
が
確
認
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
四

国
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
捕
獲

禁
止
と
な
っ
て
お
り
、
県
の

対
応
指
針
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。

　

狩
猟
登
録
者
数
は
、
銃
、

わ
な
を
合
わ
せ
て
70
人
と

な
っ
て
お
り
、
直
近
３
年
間

の
新
規
登
録
者
数
は
６
人
。

大
日
本
猟
友
会
の
会
費
、
ハ

ン
タ
ー
保
険
の
保
険
料
を
考

慮
し
て
有
害
駆
除
班
の
個
人

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
被
害
状
況
、
狩
猟

登
録
者
数
の
推
移
等
な
ど
を

注
視
し
ま
し
て
、
猟
友
会
と

連
携
を
密
に
し
て
、
有
害
鳥

獣
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

口腔ケア用品の備蓄状況

問
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問　

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
以
前
に
も
一
般
質
問
を

し
た
。
そ
の
当
時
、
神
山
町
、

三
好
市
が
無
償
化
を
実
施
し

て
い
た
。
そ
の
後
、
９
町
村
が

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
、
本
町
の
小
学
校
・

中
学
校
の
給
食
費
助
成
は
、

小
学
校
が
月
に
一
人
１
５
０
０

円
、
中
学
校
が
一
人
１
８
０
０

円
。保
護
者
負
担
額
は
小
学
校・

中
学
校
と
も
に
一
人
４
０
０
０

円
で
あ
る
。
現
在
の
中
学
校

の
生
徒
数
は
約
１
５
０
人
。
子

ど
も
あ
ゆ
み
基
金
残
高
は

９
億
６
６
０
０
万
円
あ
る
。
無

償
化
し
た
場
合
、
約
７
０
０
万

円
の
支
出
と
な
る
。
本
町
も
給

食
費
の
無
償
化
は
で
き
な
い
の

か
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
の
充
実
、
学
校
施
設
の
安

全
確
保
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く

と
い
う
喫
緊
の
課
題
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

　
　

近
年
、
盗
撮
に
つ
い
て

の
事
案
が
多
発
し
て
い
る
。

海
陽
町
で
も
学
校
内
ま
た
は

周
辺
地
域
で
も
盗
撮
が
行
わ

れ
な
い
と
は
断
言
で
き
な

い
。
盗
撮
さ
れ
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
拡
散
さ
れ
大
変
な
こ
と
に

も
な
る
。
子
ど
も
た
ち
の
人

権
を
守
り
、
環
境
整
備
を
進

め
、
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
盗
撮
探
知
機
を
設

置
で
き
な
い
か
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

そ
の
必
要
性
を
深
く
受
け
止

め
て
い
る
。
町
内
５
小
中
学

校
・
教
育
関
連
施
設
へ
の
導

入
と
運
用
に
つ
い
て
は
、
既

決
予
算
で
盗
撮
探
知
機
を
購

入
す
る
。

一

般

質

問

富
田
　
　
寛 

議
員

〈教育次長〉ＩＣＴ教育やグローバル教育の充実等を
優先すべきと考えている

小・中学校に盗撮探知機を設置しては

〈教育次長〉 五つの小中学校に盗撮探知機を購入する

答 問

問

中学校の学校給食費を無償化できないか

答

給食準備の様子（宍喰中学校２年生）
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一

般

質

問

校
と
協
議
し
、
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

　

内
容
を
精
査
す
る
必
要
は

あ
る
が
活
動
費
の
助
成
等
も

考
え
て
は
い
き
た
い
。

　
　

現
在
の
防
災
士
の
数
と

補
助
金
は
い
く
ら
出
し
て
い

る
の
か
。
防
災
士
間
の
つ
な

が
り
を
強
化
し
、
訓
練
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

本
町
で
の
防
災
士
の
有
資

格
者
は
１
２
０
人
。
本
年
度

　
　

避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
全
て
の
避
難
所
に
設
置

で
き
て
い
る
の
か
。
誰
も
が

開
設
で
き
る
よ
う
、
分
か
り

や
す
く
し
、
各
地
域
で
開
設

の
実
施
訓
練
を
す
べ
き
。
中

学
３
年
生
に
な
れ
ば
避
難
所

開
設
研
修
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
次
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
で
き
る
。
地
域
自
主

防
災
組
織
に
活
動
費
の
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

避
難
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
各
避
難
所
に
は
常
備
で

き
て
い
な
い
。
今
後
は
誰
も

が
避
難
所
開
設
の
準
備
が
で

き
る
よ
う
に
常
備
し
て
い
き

た
い
。

　

各
地
域
で
の
避
難
所
開
設

訓
練
は
以
前
よ
り
行
っ
て
い

る
。
住
民
主
体
の
避
難
所
運

営
方
法
に
つ
い
て
の
講
演
、

避
難
所
設
営
、
ま
た
、
実
際

に
避
難
所
の
受
付
や
運
営
を

行
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
訓
練

は
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
将
来
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
得
る
中
学
生
の
参
加

は
、
非
常
に
意
義
が
あ
る
。

今
後
は
、
教
育
委
員
会
や
学

　
　

４
年
前
か
ら
各
自
治
体

は
避
難
困
難
者
ゼ
ロ
が
努
力

目
標
と
な
っ
て
い
る
。
海
陽

町
も
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
た
め

の
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
要
支
援
者
の
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。
名
簿
は
作
成
で

き
て
い
る
の
か
。
各
個
人
の

避
難
計
画
を
具
体
的
に
策
定

す
べ
き
で
あ
る
。
住
民
の
意

識
改
革
も
必
要
で
あ
り
、
町

内
一
斉
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
北
村
長
寿
福
祉
人
権
課
長

　

本
町
で
は
、
要
介
護
３
以

上
の
方
、
重
い
障
害
の
あ
る

方
、
生
活
支
援
を
受
け
て
い

る
難
病
患
者
等
が
名
簿
の
対

象
者
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

90
人
が
登
録
を
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
の
法
改

正
に
よ
り
、
個
別
避
難
計
画

の
作
成
が
努
力
義
務
と
し
て

規
定
さ
れ
た
。
現
在
、
38
人

し
か
計
画
書
が
作
成
で
き
て

よ
り
合
格
を
条
件
と
し
て
、

防
災
士
の
資
格
取
得
の
際

に
、
教
本
の
代
金
、
受
験
料
、

登
録
料
を
上
限
１
万
２
０
０

０
円
の
補
助
を
し
て
い
る
。

今
年
の
申
請
者
は
４
人
。

　

発
災
時
に
は
行
政
が
行
え

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。

避
難
所
運
営
を
含
め
、
住
民

の
方
々
の
自
助
・
共
助
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
含
め
、
住
民
の
方
々
へ

周
知
し
、
防
災
意
識
の
向
上

へ
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

い
な
い
。

　
　

奥
原
建
設
防
災
課
長

　

避
難
困
難
地
域
の
地
区
別

の
困
難
者
の
数
は
、
避
難
計

画
の
中
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
把
握
は
し
て
い

る
。
本
町
が
毎
年
行
っ
て
い

る
津
波
避
難
訓
練
の
中
で
避

難
場
所
へ
行
く
の
に
ど
れ
だ

け
の
時
間
を
要
す
る
か
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

原
　
ひ
ろ
み 

議
員

津波避難困難者の解消を
〈建設防災課長〉
 毎年行っている津波避難訓練の中で

対策を検討していく
問

問

答

答

答

答

〈建設防災課長〉 避難所に常備する

避難所開設
マニュアルについて

問

防災訓練（奥浦薬師寺）
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あ
る
。
地
域
で
継
続
し
て
業

務
を
担
え
る
人
材
の
育
成
、

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
２
つ
の
言

語
を
流
暢
に
理
解
し
、
表
現

で
き
る
人
）
で
話
せ
る
職
員

の
雇
用
等
と
恒
常
的
予
算
措

置
が
必
要
と
な
る
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

三
浦
教
育
長

　

現
在
の
配
置
状
況
と
活
用

実
態
を
丁
寧
に
把
握
し
た
上

で
、
配
置
数
や
時
間
の
調
整

も
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
町

長
部
局
と
連
携
を
し
な
が

ら
、
国
や
県
の
補
助
制
度
の

活
用
も
含
め
た
財
政
的
な
手

当
て
に
つ
い
て
も
研
究
し
、

海
陽
町
の
当
た
り
前
と
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
定
着
さ

せ
て
ま
い
り
た
い
。

牟
岐
町
、
美
波
町
、
東
洋
町

と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　
　

三
浦
町
長

　

海
部
高
校
支
援
の
上
限
額

に
つ
い
て
は
、
事
業
効
果
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら
、

１
１
０
人
全
て
の
定
員
が
埋

ま
り
、
町
に
も
最
大
の
効
果

が
生
ま
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

一

般

質

問

　
　

海
陽
中
学
校
で
、
オ
ー

ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
の
授
業

が
開
始
さ
れ
、
か
い
よ
う
こ

ど
も
園
で
も
、
英
語
の
み
で

の
保
育
の
時
間
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

来
年
度
４
月
よ
り
宍
喰
中

学
校
で
も
同
様
に
選
択
制
に

よ
り
実
施
を
す
る
。

　

か
い
よ
う
こ
ど
も
園
以
外

の
保
育
所
で
も
イ
マ
ー
ジ
ョ

ン
※
保
育
を
実
施
す
る
方
向

で
考
え
て
い
る
。

※
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
と
は
、
特
定
の

言
語
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

そ
の
言
語
を
自
然
に
習
得
す
る

学
習
方
法
。

　
　

現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
の
ス
タ
ッ
フ
数
と
、
総
経

費
は
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

全
体
で
15
人
の
体
制
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
係

る
経
費
は
、
全
体
で
約
３

５
０
０
万
円
。
イ
マ
ー
ジ
ョ

ン
保
育
は
、
約
７
４
０
万

円
。

　
　

町
が
英
語
教
育
を
特

化
し
、
教
育
現
場
に
導
入
、

制
度
化
す
る
に
は
課
題
が

る
が
、
次
期
選
挙
へ
の
出
馬

の
意
志
は
。

　
　

三
浦
町
長

　

海
陽
町
を
、次
世
代
に
し
っ

か
り
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き

る
町
に
す
る
た
め
、
多
く
の

課
題
に
一
石
を
投
じ
、
数
々

の
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
県
内
町

村
で
一
位
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
は
県
下
で

も
先
進
地
、
海
南
病
院
の
充

実
や
高
齢
者
の
外
出
応
援
な

ど
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
取
り
組
み
、
町
が
明
る

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

　

一
方
、
財
政
改
革
と
い
う

大
き
な
課
題
は
、
い
ま
だ
道

半
ば
で
、
中
途
半
端
に
職
を

投
げ
出
す
こ
と
は
無
責
任
で

あ
る
。

　

３
期
目
の
町
長
選
挙
に
挑

み
、
そ
の
責
任
を
全
う
す
る

こ
と
が
、
私
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

令
和
８
年
５
月
に
は
、

町
長
・
議
員
共
に
改
選
と
な

戸
田
眞
理
子 

議
員

町長の３選出馬を問う

〈町長〉 ３期目もその責任を
全うすることが私の使命である

答

問

グローバル教育授業（海陽中学校）

答

答

答 問問問

〈教育長〉 海陽町の当たり前として
グローバル教育を定着させたい

グローバル教育の方向性は

　
　

地
元
高
校
魅
力
化
事
業

費
の
推
移
と
、
支
援
拡
充
予

定
の
内
容
及
び
、
支
援
費
の

上
限
額
を
問
う
。

　
　

森
﨑
教
育
次
長

　

令
和
７
年
度
の
事
業
費

は
、
当
初
予
算
で
１
５
５
５

万
円
、
前
年
度
に
つ
い
て
も

約
１
５
０
０
万
円
。

　

支
援
拡
充
に
つ
い
て
は
、
第

三
海
部
寮（
牟
岐
町
）の
サ
ポ
ー

ト
人
材
の
増
員
と
、
関
係
す
る

問

海部高校支援の現状は

〈町長〉 事業効果を見極め、最大の
効果が生まれるように取り組んでいく

答

答
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一

般

質

問

　

療
養
費
に
つ
い
て
は
、
原

則
償
還
払
い
と
な
っ
て
い
る
。

現
物
支
給
は
難
し
い
。

　

償
還
払
い
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
役
場
窓
口
で
申
請
書

と
領
収
書
の
提
出
に
よ
る
手

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
を
活
用
す
る
と
、
保
護

者
、
学
校
、
教
育
委
員
会
の

事
務
が
複
雑
化
す
る
。
事
務

的
な
簡
略
化
や
、
も
っ
と
使

い
や
す
い
制
度
に
な
る
よ
う

な
声
も
一
自
治
体
と
し
て
、

機
会
が
あ
れ
ば
伝
え
て
い
き

た
い
。

　
　

県
内
外
か
ら
来
た
海
部

高
校
生
の
あ
ゆ
み
医
療
制
度

の
償
還
払
い
を
見
直
せ
な
い

か
。

　
　

西
宮
子
ど
も
あ
ゆ
み
保

健
課
長

　

子
ど
も
あ
ゆ
み
医
療
費
の

受
給
資
格
は
、
海
陽
町
に
住

民
登
録
さ
れ
、
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
が
条
件

と
な
る
。

　

学
生
寮
で
生
活
す
る
場
合

の
住
民
登
録
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
状
況

に
よ
る
判
断
と
な
る
。
転
入

手
続
き
を
さ
れ
た
海
部
高
校

の
寮
生
に
つ
い
て
は
、
窓
口

で
手
続
き
を
行
い
、
子
ど
も

あ
ゆ
み
医
療
の
受
給
者
証
が

交
付
さ
れ
る
。

　
　

小
中
学
生
の
減
少
、
学

区
制
の
廃
止
に
よ
る
海
部
高

校
の
将
来
の
展
望
は
。

　
　

三
浦
教
育
長

　

本
町
で
は
県
の
高
校
魅
力

化
事
業
と
連
携
し
、
海
陽
町

地
元
高
校
魅
力
化
推
進
補
助

事
業
を
実
施
し
、学
習
支
援
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
支
援
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
支
援
、
部

活
動
支
援
、
県
外
受
け
入
れ

支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

郡
内
中
学
生
の
入
学
率
は
、

平
成
29
年
度
の
47
％
か
ら
令

和
７
年
度
に
は
53
％
へ
と
向

上
し
た
。
県
外
か
ら
の
入
学

生
も
、
令
和
元
年
度
の
５
人

か
ら
令
和
７
年
度
に
は
24
人

へ
と
増
加
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も

郡
内
の
生
徒
数
は
減
少
が
見

込
ま
れ
る
。
現
在
の
規
模
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
郡
内

の
み
な
ら
ず
、
郡
外
・
県
外

続
き
と
な
っ
て
い
る
が
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
含

め
、
今
後
、
研
究
を
し
て
ま

い
り
た
い
。

か
ら
の
入
学
者
を
一
層
増
や

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

令
和
11
年
度
か
ら
は
全
て

の
県
立
高
校
普
通
科
の
学
区

制
が
撤
廃
さ
れ
、
全
県
１
区

と
な
る
予
定
。
こ
の
制
度
変

更
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
生

徒
数
を
確
保
す
る
た
め
に
、

学
校
や
県
、
隣
接
自
治
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
高
校
生
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
魅
力
化
推

進
事
業
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
。

　
　

学
校
管
理
下
で
起
こ
る

け
が
や
事
故
等
の
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災

害
給
付
金
の
償
還
払
い
を
見

直
せ
な
い
か
。

　
　

三
浦
教
育
長

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
災
害
給
付
金
の
制
度

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
に
も

丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
る
。

学
校
が
、
学
校
管
理
下
で
の

け
が
を
把
握
し
た
場
合
に

は
、
必
ず
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
災
害
給
付
金
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
と
、
保

護
者
に
は
伝
え
て
い
る
。

木
内
　
正
和 

議
員

海部高校の将来像について

〈教育長〉 高校生のニーズに合った
魅力化推進事業を充実させていく

問

問

答

答

答 問

海部高等学校バスケット部の練習



ん 広場の広場の

なみ

満96歳
（昭和4.8.5生）

住所　鞆浦字南町

黒﨑    亘さん

くろ  さき わたる

海陽町議会だより　vol.79

・毎日、自転車で鞆奥地区を散走する
　こと。
・東町の広場で仲間と雑談すること。

元気の秘訣は？

編
集
後
記

日常生活は？

人生の思い出は？

・毎日、３食必ず食べること。
・朝食後、新聞を３時間程度読むこと。

・苦労しながら友人家族と富士山に登ったこと。
・自衛隊に約 30年間勤務し、色々経験し学んだこと。

自宅前にて
（令和８年１月17日）

　
今
年
の
干
支
は「
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）」で
す
。
昔
か
ら
、

躍
動
・
成
功
・
勝
負
運
を
象
徴
す
る
干
支
と
さ
れ
、
ま
っ

す
ぐ
前
へ
進
む
力
強
さ
か
ら
、
事
業
が
発
展
す
る
年
、
努

力
が
実
を
結
ぶ
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
国
力
の
減
退

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。国
際
情
勢
も
混
沌
と
す
る
昨
今
、

国
内
に
お
い
て
は
、
近
い
将
来
、
来
る
で
あ
ろ
う
難
局
に

対
し
て
も
、
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
備
え
を
怠
ら
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
２
０
２
６
年
は
、
新
し
い
挑
戦
に
光
が
差
し
、
前
へ
進

む
力
と
希
望
を
感
じ
ら
れ
る
一
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
の
任
期
も
残
り
少
な
い
で
す
が
、
こ

の
議
会
だ
よ
り
も
、
常
に
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
身
近
な
広
報
紙
と
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。�

（
小
山
）

○ カンアオイ
　小型の多年草。花のように見
えるのは花弁ではなく３枚の
萼片（がくへん）である。山
地の林下に育成する。花期は
秋季からで地面に接して咲く。


